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Hard Soft

キッチン 勉強机 カーテン 本棚 植栽 ベンチ

外観から外壁、中壁、内壁の３レイヤーが重なって見える

アクティブスペース
天候に左右されず、地域住民にも
開放することで、運動を通じた街

との自然な交流を生み出す場

ミセ

中壁と内壁には陸屋根がかかる

外壁には開放性を高めるため、屋根がかからない

境界を緩やかにする開口

キッチン
食事はその場でも自室でも
可能。広い空間は子どもの
学習場所としても利用でき、
世代を超えた交流を促す。

音楽ホール
住人・外部演奏者のライブの
場として活用。日常はストリー
トピアノとして一般に開放し、
音楽を通じた交流を生み出す。

壁の隙間から生まれる空間に様々な「小さなミセ」が露出する

外壁と中壁の間の空間では、オープンスペースを除いたり滞在したりする

３階では、障碍者と会社員共用の休憩場所となる

読書スペース
自室では集中しづらい社
会人などが落ち着いて読
書や作業に取り組める場

作業スペース
1 人用の作業ブースを並べ、
書斎以上に集中したい人や
PC 環境を必要とする利用者

が静かに作業できる場

リビング
施設で最も広い空間で、
複数人での会話や個人の
趣味の時間の両方に対応。
地域住民との交流やイベ
ント開催も想定した、街
とのつながりが行われる。

寝室（リラックススペース）
周囲の生活音を感じながら昼寝や読書が楽しめる。自
室では眠りづらい人も自然に休息できると同時に、軽

い会話や交流を通して地域との関わりも生まれる

平面図 S＝1:75
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室内と屋外がゆるやかにつながる空間づくりとして、各壁に「小さなミセ」

を設けている。見せ場を通じて、屋外の景色や光、風を感じながら室内で過

ごすことができ、居住される方一人ひとりの生活のリズムや個性に合わせて

空間の表情が豊かに変化する。日々の暮らしの中で、内と外がやさしくつな

がる安心で心地よい環境を生み出す。

従来の住宅

敷地内で内部と外部

が分断される

壁を広げる

壁と居住スペースを

反転させる

更に広げて居住空間に

敷地外内の境界を曖昧に

伝統木造住宅の壁に重な

る複数のレイヤーは空間

の奥行きや緩衝を生んで

いる。それらを「住まい

の場」として捉え直し、

高齢者が内外の境界に暮

らすような空間をつくる。

伝統木造住宅の壁の性質、すなわち外側は柔らかく内側は硬い材質で構成さ

れることを参考に、外側レイヤーに向かって段階的に開口を設ける。これに

より、内外の境界に柔らかさを感じられる空間をつくり、高齢者が安心して

暮らしながら街や仲間との関わりを自然に体感できる環境を演出する。

壁のずらしや図と地の反転により生まれたオープンスペースには、地域住

民と高齢者が自然に交流できる機能を配置します。住宅のような親しみや

すさを持ちながら誰もが利用できる開放的な空間とすることで、街とのつ

ながりを育み、従来の施設にはない新たな機能性を実現します。

居室を壁側に集約し、従来の居住スペースを半屋外のオープンスペースと

して再編することで、内と外の境界に暮らすような柔軟な生活環境をつく

る。6 戸の居室がひとつの「大きな家」としてつながり、高齢者同士が家

族のように支え合える暮らしを実現。

自室外の 7 つの囲われたオープンスペースが、個と集いの距離を緩やかに

調整し、街や仲間との関わりを自然に生み出しながら、自立を支える。

05　境界を生み出す空間

■ 壁のずれに住まいの改変（図と地の反転）

■ 木質壁の性質から着目したレイヤーの分解

■ 壁の開口から生まれる「ミセ空間」

06　就労支援とオフィスの交わる各機能とスケジュール


